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研究要旨 関節リウマチ診療の地域間格差および施設間格差を是正するためには、各地域に関節リウマチ拠点

病院を設置することが必要不可欠である。近年、リウマチ診療における関節超音波検査の有用性が広く認識され

るようになったが、関節超音波検査は関節リウマチの特徴的な病態を明確に描出するため、リウマチ診療に極め

て有用である。そこで本分担研究では、関節超音波検査を診療のツールとして用い、日本リウマチ学会超音波標

準化委員会とともにその普及と標準化活動を行うことにより、高度かつ標準化された関節リウマチ診療を提供可能

な拠点病院を形成し、それらの病院のネットワーク構築を目指す。そのために本年度は、1）超音波検査を用いた

汎用性の高い早期RA分類基準の提言 ２） 関節リウマチ患者における朝のこわばり評価の意義の再検討 3） 

関節超音波検査の普及と教育活動の検討を行った。 

 

Ａ.研究目的 

本研究は関節リウマチ診療の地域間格差，施設間格

差を是正するために「超音波検査をツールにした関

節リウマチ診療拠点病院ネットワークの構築」を目

的とする。そのために、本年は、1）超音波検査を用

いた汎用性の高い早期RA分類基準の提言 ２） 関節

リウマチ患者における朝のこわばり評価の意義を再検

討 3） 関節超音波検査の普及と教育活動につき検

討を行う。 

 

Ｂ.研究方法 

１）関節超音波検査を用いた早期関節リウマチ診断

基準の確立とそれを用いた早期治療介入およびタイ

トコントロールの有効性の検討 

 

昨年度は、長崎大学病院を受診した発症 6 ヶ月以内の

無治療診断未確定関節炎 127 例を対象に後ろ向きに

評価し、RA早期診断における超音波の意義を検証した。

本年度は解析対象例を、長崎大学病院の216例と関連

市中病院である諫早総合病院の223例に増やして検討

を行った。 

 

２） 関節リウマチ患者における朝のこわばり評価の意

義の再検討  

2010年ACR/EULAR RA分類基準を満たし、関節超音

波検査を受けた 76 名の患者を対象とした。より症状の

強い手の、朝のこわばりの詳細な評価、ならびに関節

超音波検査による関節滑膜炎および腱鞘滑膜炎の半

定量的評価を実施した。 

 

３）関節超音波検査の普及と教育活動の検討 

(1)関節超音波検査の普及 (2)関節超音波検査の教

育 (3)登録ソノグラファー制度に関する現状と問

題点についてこれまでの活動をもとに検討した。 

 

Ｃ. 研究結果 

 

１）関節超音波検査を用いた早期関節リウマチ診断

基準の確立とそれを用いた早期治療介入およびタイ

トコントロールの有効性の検討 



 

長崎大学での検討 

超音波滑膜炎スコア（総パワードップラ(PD)スコア）

の関節リウマチ診断におけるカットオフ値（AUC）は

2 点（0.91）であった。また、項目の組み合わせで

は①PDグレード2以上の滑膜炎あるいは②PDグレー

ド 1以上の滑膜炎かつ RF/ACPA 陽性で最も診断精度

が高く、感度91.4％、特異度92.5％、正確度92.1％

であった。 

 

諫早総合病院での検討 

①PDグレード2以上の滑膜炎あるいは②PDグレード

1 以上の滑膜炎かつ RF/ACPA 陽性の組み合わせの診

断能は、感度81.4％、特異度92.1％、正確度89.2％

であった。 

 

２） 関節リウマチ患者における朝のこわばり評価の意

義の再検討 

 

片手11関節において、腫脹関節数および圧痛関節数

は、同部位の関節滑膜PDスコアと有意に相関したが、

腱鞘滑膜PDスコアとの相関は弱かった。朝のこわば

りの持続時間と腱鞘滑膜 PD スコアとの相関は弱か

ったが、起床時のこわばりの強さおよびその後の改

善度と腱鞘滑膜PDスコアはより強く相関した。 

 

3）関節超音波検査の普及と教育活動の検討 

 

(1)関節超音波検査の普及：日本リウマチ学会関節エ

コー初級講習会を毎年開催しており、受講者はこれ

までに全国で計 761 人にのぼっている。現状では定

員に対して応募者が概ね上回っており、少なくとも

今後数年は毎年 200 人ずつ増加していくことが予想

される。 

(2)関節超音波検査の教育：関節超音波検査の更なる

スキルアップのために日本リウマチ学会関節エコー

アドバンスコースを開催してきた。本年度までの 4

年間で160人が受講した。 

(3) 登録ソノグラファー制度：平成26年に登録ソノ

グラファー制度を制定以来、昨年まで 2 年間で 349

人が登録した。 

 

Ｄ. 考察 

 

１）超音波を用いた早期関節リウマチ診断（分類）

基準の提示が可能となった。また、超音波を用いた

リウマチ診療の有用性と広がりが確認された。簡易

で客観的な指標である超音波と自己抗体を組み合わ

せることで、早期に治療導入が必要な症例を分類す

ることができた。異なる施設においても同様の分類

基準で高い診断能が保たれていた。また、簡易な指

標であるため熟達者・ハイエンド機器でなくても少

ないバラツキで評価できる可能性がある。本研究で

は手・手指関節に病変を認めない症例が見逃される

が、同様の評価を他関節で代替え可能と思われる。 

 

２）朝のこわばりは、関節滑膜炎よりも腱鞘滑膜炎

とより強く関連することが明らかとなった。近年、

腱鞘滑膜炎は関節リウマチにおいて関節滑膜炎と同

等あるいはそれ以上に関節破壊と関連することが示

されており、朝のこわばりは重要な問診項目である

と考えられる。 

 

３）関節超音波ガイドラインの作成、日本リウマチ学会

関節超音波講習会の開催、日本リウマチ学会登録ソノ

グラファー制度の導入を通じて我が国でも関節超音波

検査が普及しつつある。関節リウマチ診療の更なる標

準化のために、わが国の実情に合わせた独自の関節

エコー診療ガイドラインの整備が急務である。本研究で

挙げられた問題点について今後の日本リウマチ学会関

節リウマチ超音波標準化小委員会の活動の課題として

提言したい。 

 

Ｅ. 結論 

 

関節超音波をツールにして、検査の普及／教育活動を

通じて、関節リウマチ診療拠点病院のネットワークを我

が国に構築する事を目的に本研究分科会活動を行っ



てきた。 

 超音波を用いた早期関節リウマチ診断（分類）基

準を提示出来た。また、超音波を用いたリウマチ診

療の有用性と広がりが確認された。 

 関節超音波ガイドラインの作成、日本リウマチ学会

関節超音波講習会の開催、日本リウマチ学会登録ソ

ノグラファー制度の導入を通じて我が国でも関節超

音波検査が普及しつつあり、それによりリウマチ診療の

標準化が期待できる。 

 関節エコー評価をゴールドスタンダードとするこ

とにより、関節リウマチの臨床評価方法を最適化で

きる可能性が示された。 
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